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第 3 章では， 3 次元の基本的な幾何特徴である空間点と平面を対象とする。まずレンジファインダから得られるデ
ータの誤差モデルを定義し，平面当てはめの最尤推定解を示すと共にその共分散行列を理論的に導出する。またステ




第 4 章では，幾何学的情報量基準(幾何学的 AIC) を導入することにより，経験的なしきい値を用いない幾何モデ



















先ず第 1 に，直線，円錐曲線， 3 次元空間点の位置，平面などの基本となる幾何モデルを予め定めた上で，そのモ
デ、ルへの画像データの最適な当てはめとその精度について理論的に論じ，従来の手法よりも優れた結果を得ている。
すなわち，上記のような枠組に基づき最尤推定解を求めるに当たっては， くりこみ法を導入し，最適解の推定，解の
共分散行列の計算，誤差の大きさの推定などを系統的に処理できるようにするとともに，標準変位なる概念を導入し，
抽出した記述に対する雑音や誤差の影響を視覚的に評価することを可能にしている。
さらに観測データへの幾何学的モデルの適合度の評価尺度として幾何学的情報量基準(幾何学的 AIC) を導入し，
与えられた画像データの各エッジ候補領域に対し複数の基本幾何モデルから適切なものを選択する計量的判定を可能
にしている。上記の誤差モデルを用いた理論的な考察と実画像を用いた実験によりその有効性を示している。
以上の研究成果は，画像処理における重要な領域への数理的手法の積極的な導入により，画像処理技術の実用化へ
の一つの理論的な基盤を与えるものであり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認められる。
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